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両
月
革
命
」
か
ら
1
0
0
年
と
な
る
今
年
の
日
月
7
日
も

プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
祝
賀
行
事
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン

後
継
首
相
の
プ
ー
チ
ン
　
（
1
9
5

2
～
）
は
元
K
G
B
予
備
役
大
佐
の

情
報
機
関
幹
部
。
1
9
9
8
年
7
月

以
来
、
連
邦
保
安
庁
（
F
S
B
）
長

官
の
任
に
あ
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
ま

っ
た
く
無
名
で
あ
り
、
2
0
0
0
年

ま
で
い
か
な
る
被
選
出
ポ
ス
ト
に
も

就
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

2
0
0
0
年
の
次
期
大
統
領
選
が

も
う
間
近
に
迫
っ
た
1
9
9
9
年
末

に
、
そ
の
地
位
の
候
補
者
の
な
か
で

プ
リ
マ
コ
フ
が
先
頭
を
走
っ
て
い

た
。
彼
が
指
名
を
受
け
た
の
は
左
翼

志
向
の
祖
国
．
全
ロ
シ
ア
党
。
共
産

党
指
導
者
ジ
ユ
ガ
ー
ノ
フ
が
僅
差
で

追
っ
て
い
た
。

首
相
プ
ー
チ
ン
は
当
時
党
に
も
所

属
せ
ず
、
候
補
の
指
名
も
受
け
て
い

ない。
一
方
、
大
統
領
と
オ
リ
ガ
ル
ビ
ら

の
絶
対
優
先
事
項
は
、
断
固
と
し
て

プ
リ
マ
コ
フ
が
政
権
に
就
く
の
を
阻

む
こ
と
だ
っ
た
。
こ
こ
に
エ
リ
ツ
ィ

ン
が
早
期
辞
任
す
る
プ
ラ
ン
が
生
ま

れ
、
首
相
と
し
て
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル

・
プ
ー
チ
ン
が
、
短
期
な
が
ら
、
憲

法
に
基
づ
き
、
選
挙
が
要
ら
な
い
「
大

統
領
代
行
」
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
3
カ
月
間
の
大
統
領
代
行
と

チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
の
敏
腕
な
指
導
ぶ

り
が
プ
ー
チ
ン
に
他
の
候
補
を
寄
せ

つ
け
な
い
特
典
を
与
え
た
。

直
近
ま
で
選
挙
戦
の
寵
児
だ
っ
た

プ
リ
マ
コ
フ
の
辞
退
が
プ
ー
チ
ン
に

勝
利
を
蔚
し
た
。
す
で
に
第
一
段
階

で
、
得
票
率
が
約
5
3
％
に
適
し
た
。

「
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
下
で
」
起
草
さ
れ

た
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
は
、
ロ
シ
ア
大

統
領
に
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の

大
統
領
（
中
国
は
国
家
主
席
）
よ
り

も
大
き
な
権
限
を
与
え
て
い
た
。

プ
ー
チ
ン
は
大
統
領
職
1
期
日
に
、

国
有
財
産
の
再
分
割
に
は
邁
進
せ
ず
、

む
し
ろ
国
の
政
治
に
口
を
出
す
オ
リ

ガ
ル
ビ
を
排
斥
し
、
ロ
シ
ア
の
国
益

を
考
慮
し
て
海
外
に
は
赴
か
な
か
っ

た
人
び
と
の
活
動
を
後
押
し
し
た
。

2
0
0
0
年
以
降
の
原
油
価
格
高
騰

が
、
ロ
シ
ア
の
輸
入
能
力
を
高
め
た
。

政
権
与
党
が
綜
成
さ
れ
、
「
統
一
ロ

シ
ア
」
党
が
「
祖
国
」
党
と
統
合
し

た
。
新
党
に
は
明
確
な
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
政
治
綱
領
が
な
か
っ
た
。
同
党

が
愛
国
主
義
的
な
選
挙
綱
領
を
掲
げ

た
た
め
、
そ
れ
が
同
党
に
広
範
な
住

民
の
支
持
を
与
え
た
。
0
4
年
の
選
挙

に
参
加
し
た
人
び
と
の
7
1
％
が
大
統

領
選
挙
で
プ
ー
チ
ン
に
投
票
し
た
。

ロ
シ
ア
連
邦
お
よ
び
そ
の
連
邦
構

成
主
体
で
あ
る
主
要
地
域
（
州
と
地

方
）
と
自
治
共
和
国
に
真
の
法
の
支

配
が
確
立
し
た
こ
と
が
、
天
然
資
源

採
掘
や
巨
大
軍
需
産
業
、
外
国
貿
易

な
ど
の
分
野
で
合
併
法
人
の
形
態
を

と
る
国
有
企
業
部
門
が
優
勢
と
な
る

発
展
を
蔚
し
た
。
主
要
な
企
業
の
多

く
は
、
私
的
所
有
者
か
ら
国
家
に
よ

っ
て
買
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
ロ
ス
ア
ト
ム
や
ル
ス
ギ
ド

ロ
、
ロ
ス
セ
チ
、
ロ
ス
ネ
フ
ナ
、
ガ

ス
プ
ロ
ム
、
ロ
ス
ナ
ノ
、
そ
の
他
の

国
営
企
業
が
出
現
し
た
。

軍
需
産
業
は
、
ソ
連
邦
か
ら
遺
産

を
相
続
し
た
生
産
面
の
イ
ン
フ
ラ
と

工
学
技
術
お
よ
び
設
計
面
の
人
材
を

も
と
に
成
功
裏
に
発
展
し
た
。
ロ
シ

ア
は
軍
事
力
の
世
界
的
地
位
を
取
り

戻
し
た
。
軽
工
業
と
農
業
と
国
内
商

業
が
存
続
し
、
成
長
し
て
い
る
の
は

主
に
輸
入
と
の
競
合
が
激
し
い
民
間

部
門
で
あ
る
。

1
9
9
0
年
代
の
「
エ
リ
ツ
ィ
ン

の
」
治
世
に
は
ロ
シ
ア
人
の
生
活
水

準
が
ほ
ほ
2
分
の
l
に
低
下
し
た
。

2
0
0
1
～
1
4
年
に
、
I
M
F
の
1
6

年
推
計
で
は
、
購
買
力
平
価
（
米
ド

ル
換
算
）
　
の
1
人
当
た
り
国
内
総
生

産
（
G
D
P
）
は
飢
年
の
1
・
2
1
万

ド
ル
か
ら
1
4
年
の
2
・
7
1
万
ド
ル
ま

で
上
昇
し
た
。
同
年
2
・
5
3
万
ド
ル

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
僅
か
に
上
回
る
だ

け
だ
っ
た
（
合
衆
国
は
5
・
4
7
万
ド

0
0
年
代
の
生
活
水
準
低
下
◆
ソ
連
崩
壊
後
7
年
連
続
マ
イ
ナ

ス
成
長
が
続
き
、
実
質
G
D
P
は
9
8
年
ま
で
に
3
9
・
3
％
減

退
。
イ
ン
フ
レ
は
9
9
年
ま
で
年
率
5
・
3
1
倍
、
4
2
9
％
で
高

騰
。
生
活
困
窮
の
最
大
要
因
は
、
旧
ソ
連
各
国
が
全
て
外
国
に

な
っ
て
し
ま
い
、
旧
ソ
連
1
5
カ
国
相
互
の
分
業
関
係
＝
原
材
料

軍
事
力
の
回
復
◆
武
器
輸
出
【
衰
1
】
は
財
政
力
に
劣
る
ロ
シ

ア
国
防
費
に
と
り
貴
重
な
財
源
で
も
あ
る
。

真
の
法
の
支
配
◆
「
真
の
法
治
国
家
」
の
意
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
時

代
は
無
秩
序
な
不
法
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
オ
リ
ガ
ル
と
に
よ

る
略
奪
的
な
民
営
化
が
進
行
。
連
邦
構
成
主
体
の
州
や
共
和

国
は
独
自
の
憲
章
（
地
方
の
憲
法
）
を
も
ち
、
各
主
体
の
制
定
す

る
法
律
の
2
5
～
3
5
％
が
連
邦
法
と
矛
盾
。
上
か
ら
下
ま
で
蔓

延
る
汚
職
と
腐
敗
。
そ
の
う
え
犯
罪
組
織
も
祓
屠
す
る
。
こ

れ
に
対
し
、
2
0
0
1
年
、
プ
ー
チ
ン
が
唱
え
た
の
が
「
国
家

が
強
力
な
ほ
ど
、
個
人
は
自
由
で
あ
る
。
民
主
主
義
は
法
の
独

裁
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
。
こ
う
し
て
プ
ー
チ
ン
は
「
垂
直
的

な
権
力
構
造
」
や
「
法
空
間
の
一
体
性
」
を
追
求
し
て
い
く
。

河
原
祐
馬
（
2
0
0
1
）
、
中
馬
瑞
責
（
2
0
1
3
）
を
参
照
。

国
有
資
産
の
再
分
割
◆
エ
リ
ツ
ィ
ン
期
に
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
墓

奪
し
た
国
有
資
産
を
再
分
割
す
る
と
い
う
意
味
。

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
◆
大
統
領
権
限
は
強
大
で
下
院
の
解
散
権

や
議
会
が
制
定
し
た
法
の
拒
否
権
を
も
つ
。
半
面
、
憲
法
は

中
央
・
地
方
関
係
に
つ
い
て
、
「
憲
法
」
「
連
邦
条
約
」
「
そ
の
他

の
条
約
」
を
併
記
し
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
野
党
優
位
の
下
院
と

闘
う
た
め
上
院
議
員
た
る
地
方
の
首
長
ら
を
味
方
に
つ
け
よ

う
と
各
連
邦
構
成
主
体
と
個
別
に
結
ん
だ
権
限
分
割
条
約
は

「
そ
の
他
の
条
約
」
に
あ
た
る
。
地
方
の
知
事
や
大
統
領
ら
が

地
元
資
源
の
囲
い
込
み
を
図
る
方
策
と
も
な
っ
た
。

元
K
G
B
幹
部
◆
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
と
シ
タ
ー
ジ
（
秘
密
警
察
）
の

瓦
解
を
目
撃
し
て
い
た
東
独
駐
在
の
情
報
機
関
員
ゆ
え
に
、

ソ
連
体
制
が
抱
え
る
問
題
を
い
ち
早
く
認
識
し
、
改
革
の
必
要

を
痛
切
に
自
覚
す
る
状
況
に
置
か
れ
た
面
が
あ
る
。
情
報
機

関
員
は
頑
迷
な
保
守
派
と
の
西
側
の
理
解
は
妥
当
で
な
い
。

敏
腕
な
指
導
ぶ
り
◆
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
は
民
間
人
の
犠
牲
や

避
難
民
発
生
を
非
難
す
る
欧
米
に
は
人
権
問
題
と
映
る
が
、

ロ
シ
ア
に
は
多
民
族
の
連
邦
国
家
を
維
持
で
き
る
か
否
か
の

死
活
問
題
。
新
首
相
は
0
0
年
の
3
都
市
爆
弾
テ
ロ
を
武
装
勢

力
の
仕
業
と
断
定
、
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
勢
力
（
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
「
イ
ス

ラ
ム
国
富
化
を
推
進
）
の
隣
国
ダ
ゲ
ス
タ
ン
侵
攻
を
停
戦
違
反

と
し
て
第
2
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
に
踏
み
切
っ
た
。
ま
ず
兵
士

と
将
校
の
給
与
増
額
。
鉄
道
・
空
路
を
断
ち
、
反
乱
地
域
の
電

気
・
ガ
ス
を
止
め
、
首
都
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
に
進
攻
、
年
明
け
2
月

に
大
統
領
官
邸
を
占
拠
し
た
。
こ
の
強
硬
路
線
が
反
チ
ェ
チ
ェ

ン
に
傾
い
た
国
民
の
熱
い
支
持
を
集
め
た
。
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農
業
の
生
産
労
働

こ
の
概
念
で
人

1
0
借
上
ま
わ
る

義
の
事
業
」

ジ
ー
の
階
級
で

と
の
ご
質
問
が

し
い
階
級
〟
が

ら、業
貝
、
教
師
、

や
商
業
そ
の
他

彼
ら
は
「
中
産
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北朝鮮 �0．03 �－ 

日本 �－ �44．9 

その他　20．0 �－ �18．3 
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ム
教
、
仏
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
も

自
由
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
の
州
知

事
と
自
治
共
和
国
大
統
領
は
、
地
域

内
の
主
要
な
全
問
題
を
解
決
す
る
う

え
で
、
過
去
の
共
産
党
と
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
の
管
理
者
よ
り
大
き
な
権
限
を
有

す
る
。
こ
う
し
た
条
件
の
な
か
で
、

大
統
領
の
強
い
権
力
に
は
強
い
軍
と

同
様
、
ロ
シ
ア
の
欠
点
で
は
な
く
、

必
要
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

強
大
な
権
力
は
、
彼
の
広
範
な
憲
法

上
の
権
能
以
外
に
、
国
の
指
導
者
と

し
て
の
高
い
権
威
と
大
多
数
の
国
民

の
日
に
見
え
た
支
持
に
も
依
っ
て
い

る
。
プ
ー
チ
ン
は
2
0
1
8
年
に
再

選
さ
れ
る
と
見
て
よ
い
。
彼
自
身
に

は
こ
れ
が
最
後
の
6
年
任
期
と
な

る
。
2
4
年
以
降
の
ロ
シ
ア
の
統
治
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ず
る
か
は
予

測
し
難
い
。

日
月
革
命
記
念
日
は
か
つ
て
パ
レ

ー
ド
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

伴
う
ソ
連
で
一
番
の
祝
祭
日
だ
っ
た

が
、
現
在
の
ロ
シ
ア
で
は
祝
わ
れ
な

い
。
た
と
え
1
0
0
年
の
祝
い
が
あ

る
と
し
て
も
決
し
て
注
目
さ
れ
ま

い
。
こ
の
革
命
は
世
界
史
の
一
大
転

換
点
だ
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
国
々

の
運
命
に
も
、
と
り
わ
け
中
国
の
運

命
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
中

国
共
産
党
は
1
9
2
1
年
に
創
立
さ

れ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
加
盟
し
た
。

英
国
共
産
党
は
日
月
革
命
の
直
接
的

影
響
下
に
2
0
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
そ
の
他
多
く
の
共
産
党
に
も
言

え
る
。
日
月
7
日
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
国

民
の
祝
日
で
あ
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で

は
、
社
会
の
貧
富
の
階
層
分
化
が
ロ

シ
ア
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
ベ
ラ
ル

ー
シ
経
済
は
「
市
場
社
会
主
義
」
と

定
義
さ
れ
る
。

ロ
シ
ア
の
主
な
祝
祭
日
に
な
っ
た

の
が
「
5
月
9
日
の
偉
大
な
戦
勝
記

念
日
」
で
あ
る
。

m
月
革
命
1
0
0
周
年
は
重
要
な

歴
史
上
の
記
念
日
だ
が
、
も
は
や
祝

日
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
こ

の
日
に
祝
う
必
要
は
な
い
。
1
0
月
革

命
は
歴
史
の
進
路
を
変
え
た
が
、
ロ

シ
ア
の
人
び
と
に
幸
福
と
正
義
を
も

た
ら
す
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
人
び
と
に
対
す
る
巨
大

な
政
治
的
実
験
に
は
、
ど
れ
も
継
承

性
・
連
続
性
が
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
プ

は
戦
時
共
産
主
義
の
破
壊
的
な
傾
向

を
拒
否
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
集
団

化
と
5
年
計
画
は
ネ
ッ
プ
の
成
果
を

葬
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
の
「
雪
解
け
」
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
の
テ
ロ
ル
、
全
体
主
義
、
個
人
崇

拝
を
暴
き
出
し
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
「
ワ
ン
マ
ン
的
な

政
策
決
定
と
主
観
性
」
を
拒
否
し
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
治
世

を
「
停
滞
期
」
と
宣
告
し
、
社
会
主

義
的
民
主
主
義
を
打
ち
立
て
よ
う
と

し
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
社
会
主
義
も

ソ
連
邦
も
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

現
代
ロ
シ
ア
の
政
治
経
済
体
制
が

そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
1

9
1
7
年
で
な
く
2
0
0
0
年
で
あ

る
。
新
技
術
の
発
展
や
労
働
生
産
性
、


